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は､まず n として二つの放散虫データからそれぞれn=272,620と設定した上で､初期配置をヲyダム (Pois-
son)点配置とし､シミュレ-ショyを停止させる最終のi=T としてT～1000または直前の位置からの変位 (
換算距離)が計算機イブシPyのオーダー(10~10-10-15)となるTを選んだ｡
また､われわれのネットワーク形成モデルは一般的に任意のnに対する最適点配置を簡便に得る方法としても有
効であることも報告で指摘した｡それを示すため種々のn(=10-50)に対して調節モデルⅠⅠのシミュレーショ
ンを上記と同様の方法で行った｡(2)式に与えたネットワークの全長に対する評価を用いるためLnをtに対してプ
ロットすると､多くの場合､ある程度以上のtに対してLnが一定値に落ち着き､その値は(2)式の入n忙かなり近
いこと､特にn=12の歩合はすべての試行において正確に入12≡60cos(7'/15ヽβ)≡21.8918･.･に一敦するこ
とが実験的に示された｡また､n=12に対する最終配置としてすべて球面正12両体が得られた｡
所与のnに対して球両上の各点が互いにできるだけ等間隔以上離れるような配置は､単に球面の緯度と経度をそ
れぞれ等分割して得られるわけではない｡ ｢球面上の格子点配置｣とも呼ぶべきそのような配置が必要な実際問題と
しては､球両状の建築物の建設や､地球上の定点観測点の設置などが考えられる｡このような問題においても､われ
われのネッT.ワーク形成モデルは有用であろう｡
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｢パターン形成､運動と統計｣
図1:ヲyダム逐次完全充填とVoronoi分
割の一例｡
図3:調節モデルⅠⅠによる分割ネッT･ワー
ク (印のある多角形は5,7角形;その他は
6角形)｡
fbI
図2:放散虫の骨格の電顕写真(a)と多角
形ネットワーク(b)｡
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